
CT（コンピュータ断層撮影法）は

1971年に実用化され、以後革命的な

画像診断機器として急速に普及し,性

能も進展しました。もっとも目覚まし

い性能の向上は,スキャン時間の短縮

です（図1）。鮮明な画像を得るために,

体内変化の動的状況を観察するため

に,あるいはたくさんの患者を長期検

査待ちにさせないために,高速化は絶

対必要なのです。

■背景
ヘリカルスキャンの実現に先立つ

こと5年,当社は高速連続回転型の

CTスキャナTCTTM-900Sを85年に

発表しました。それまでのCTは,X線

管や検出器とつながるケーブルのた

めに往復回転によるスキャン方式で

あり,一断面当たり数秒のスキャン時

間の壁は破れません。TCTTM-900S

では,大径のCT用スリップリングを開

発することにより毎秒1回転の高速連

続回転方式を確立し,1断面のスキャ

ン時間は1秒となりました。海外他社

が追随したのは数年後ですが,以後,高

速CTはすべてこの高速連続回転型と

なっています。

これによってCTの診断能は一段と

進歩しました。しかし当社は,高速連

続回転型をプラットフォームにして,更

に抜本的な革新であるヘリカルスキ

ャンの可能性を検討していました。

■ヘリカルスキャン
高速連続回転型も含めて,それまで

のCTはすべてスキャン中には患者を

動かさず,1スキャンを終了して次の

断面位置に患者を動かして新たなス

キャンをしていました。このスキャン

間の休止時間は,高速スキャンになる

ほど全検査時間の中で大きな割合を

占めることになります。スキャン中に

患者を動かさないのは,CTの原理から

来るものです。CTは,各方向から透か

して見たデータ（投影データ）を得て

中身の分布を計算（画像再構成計算）

で求めるものです。したがって,透かし

て見ている最中に対象が動いてしま

っては投影データの間に矛盾が生ず

るので,正しい計算は不可能であり,画

像は不鮮明となり,そのうえ異常なパ

ターンが混入してしまうからです。

当社は,この原理的問題にあえて挑

戦することにしました。すなわち,高

速連続回転によるスキャン中に患者

を定速で移動させるヘリカルスキャ

ンです。今でこそあたりまえとなって

いますが,スキャン中に患者が動かな

いように種々工夫していた当時とし

ては,これはまったくのタブー破りの

非常識でした。この挑戦の原動力は,

一つには緊密な協力関係にあったい

くつかの先端的医療機関が,ヘリカル

スキャンの重要な意義を早くから予

見されていたことと,もう一つには問

題を解決するかもしれないいくつか

の方法について,考えを温めていたこ

とです。基本的な考え方は,動きがわ

かっていれば矛盾が少なくなるよう

な形に投影データを修正できるはず

だ,ということでした。

テストの結果,画像再構成の問題は

解決し良好な画像が得られましたが,

あまりに異端的スキャン方法なので

更に慎重に評価を続けた後,当社は

90年に初のヘリカル型CTである

TCTTM-900S/Helixを発表しました。

以後,画質を更に追求したXvigorを

93年に,更に普及型としてXvisionTM

を94年に発表しました。その間,他社

も追随し,世界の新型CTのほとんどが

ヘリカル方式となりました。

■ヘリカルCTの価値
ヘリカルスキャンにより従来の10倍

の速度で多断面をスキャンできます。

これは,検査効率の向上だけでなく,多

大な臨床価値があることを意味しま

す。以下にその一部を紹介します。
■迅速性　　一回の息止めで一検査が

終了し,患者は楽になります。息止め

のできない救急患者でも,鮮明な画像

が得られます。
■ 造影検査　　精密検査の場合,造影

剤を注射して病巣を染め出してスキ

ャンしますが,鮮明に染められている

のは短時間であり,このタイミングを

逃さず全臓器をスキャンできます。微

小腫瘍（しゅよう）の検出や良性・悪性

の鑑別診断が格段に的確となりまし

た（図2）。
■三次元画像　　医学の世界で初めて

高精細な三次元画像が実用できるよ

うになりました（図3）。高速性ととも

に,切れ目のないスキャンがヘリカル

の特長だからです。
■肺ガン集団検診　　肺ガンの早期発

見に,ヘリカルCTが極めて有効なこと

が実証されつつあります。

このほか,ヘリカルCTを利用した

種々の新たな診断方法も次々に研究・

開発されています。

■更なる技術革新
ヘリカルスキャンの前提である高

速連続回転の速度は,85年以来,毎秒

1回転のまま長く推移してきましたが,

これはＸ線管や回転機構などの要素

技術に困難があったからです。しか

し,98年に発表したAquilionTMでは,

毎秒2回転の高速スキャンを実現し

ました。更に当社は,同時に4断面を

撮影できるAquilionTMマルチスライ

スCTスキャンシステム（図4）を99年

に発表しました。この二つの技術革新

で,ヘリカルスキャンは従来より更に

8倍強力となりました。特に,マルチス

ライスによるヘリカルCTは,90年の

ヘリカルCTに続きCT診断の様相を

再び塗り替える技術革新とされ,世界

中で開発競争が激化しています。

71歴史を刻んだ東芝の技術（２）70 東芝レビューVol.５５ No.２（２０００）

“鮮明な画像を迅速に” 医療最前線の夢を実現

歴史を刻んだ東芝の技術�歴史を刻んだ東芝の技術�歴史を刻んだ東芝の技術� ヘリカルスキャンX線CT装置

医用システム社

医用機器・システム開発センター

主幹　森　一生

新
し

い世
紀へ、新しい東芝

へ

図2. 肝細胞がんの造影画像�
(写真提供：東京女子医科大学 消化器病センター）�

図3. 肺腺がんの三次元画像�
(写真提供：京都大学附属胸部疾患研究所）� 図4. マルチスライス型ヘリカルCT Aquilion MultiTM
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